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<ユバル>  金子治男 ジークレー版画 

 今は故人となられた、神学校時代からの夫の友人・山本将

信牧師には３人のお嬢さんがおられます。友人は信州の佐久

穂に DIY でログハウスを建てられたほど、体を動かすことが

得意で、信州の自然はもちろんのこと、アメリカ横断もされ

るほど、活動的な方でした。お嬢さんたちは亡き父上を尊敬

し、父上の伝道に倣い、佐久穂のログハウスで毎月「カワラ

ヒワの集い」という集会を開いておられます。もう６年にな

るでしょうか。コロナ禍以降は、ズームやメールでも配信を

されていますので、私は時々ズームでの集会に参加していま

す。今月号が送られてきましたので、拝見しますと、お嬢さ

んたちが横笛とギターで讃美歌演奏をされている動画も添

えられていました。お嬢さんたちのバンド（？）名は「ユバ

ル」というようです。 

 「ユバル」とは旧約聖書に記されている人物です。 

その弟はユバルといい、竪琴や笛を奏でる者すべての先祖となった。（創世記 4:21） 

聖書でファミリー・ツリーをたどると、アダム→カイン→エノク→イラド→メフラエル→メト

シェル→レメク→ユバルとなります。ユバルの兄ヤバルは家畜を飼うもの、ユバルは音楽を奏で

るもの、異母兄弟トバル・カインは青銅や鉄の道具を作るものの先祖となったといいます。彼ら

のご先祖・カインは弟アベルを殺し、神の怒りを買い、地上を彷徨う人となりましたので、ユバ

ルたちもカインの末裔として地上を彷徨っていたということになります。 

アダムはその後、再び男児が与えられ、セトと名付けます。このセトから、ノア、アブラハム

へと、信仰に生きる新しい系図が生まれていきます。カインもセトも、双方とも、アダムとエバ

の末裔ですが、信仰に生きるということを選び取ったアブラハムの孫、イサクの次男、ヤコブは、 

「お前の名はもうヤコブではなく、これからはイスラエルと呼ばれる。お前は神と人と闘って勝

ったからだ。」（創世記 32:29）との天の使いの命名に従い、自らをイスラエルと名乗るようにな

りました。イスラエルとしての伝統や言い伝えを誇り、社会の底辺に生きざるを得ない貧しく、

弱い人々、病人などをさげすむる人々の前で、イエス・キリストははっきりと言われました。 

「あなたがたも聞いているとおり、『隣人を愛し、敵を憎め』と命じられている。しかし、わた

しは言っておく。敵を愛し、自分を迫害する者のために祈りなさい。あなたがたの天の父の子と

なるためである。父は悪人にも善人にも太陽を昇らせ、正しい者にも正しくない者にも雨を降ら

せてくださるからである。」（マタイ 5:44‐45）私たちカインの末裔も、全て平等に、神の子と

して受け入れられています。むしろ現在イスラエルと名乗る国がガザで行っている封鎖、暴力、

攻撃などのジェノサイドは神の目や耳にどのように写り、届いていることでしょう。 

「ユバル」バンドのお嬢さんたちは秋の実り、自然の恵み、命の喜びを感謝して、讃美歌 504

♫実れる田の面は 見渡す限り 穂波の立ちつつ 日陰に匂う 垂穂は色づき 敏鎌を待てり いざ

いざ刈らずや 時過ぎぬ間に♫を演奏して、私たちの心に神の愛を伝えてくれています。 


